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業
に
お
け
る
不
正
・
不
祥
事
に

対
し
て
、
厳
し
い
目
が
向
け
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
批
判

の
矛
先
が
、
不
正
・
不
祥
事
自
体
だ
け

で
な
く
、
関
係
者
の
処
分
や
再
発
防
止

策
の
内
容
と
い
っ
た
企
業
の
対
応
に
ま

で
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

企
業
の
不
正
等
は
、
た
と
え
ば
、
横

領
、
会
計
不
正
、
情
報
漏
洩
、
サ
イ
バ

ー
攻
撃
と
い
っ
た
企
業
の
業
種
を
問
わ

ず
リ
ス
ク
が
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
海

外
贈
収
賄
、
保
険
金
不
正
請
求
、
品
質

従
業
員
に
よ
る
不
正
・
不
祥
事
リ
ス
ク
と

初
動
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

マンガ作画●江口修平

検
査
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
と
い
っ
た
特

定
の
業
種
に
特
有
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
不
正
等
に
お

い
て
も
、
そ
の
原
因
や
発
覚
経
緯
、
対

応
方
法
に
つ
い
て
は
共
通
す
る
部
分
も

多
く
あ
り
ま
す
。

不
正
等
が
起
こ
り
や
す
い
職
場
と
は

　

企
業
に
お
け
る
不
正
等
に
関
す
る
調

査
（
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
「
日
本
企
業
の
不
正
に

関
す
る
実
態
調
査
」、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー

マ
ツ
「
企
業
の
不
正
リ
ス
ク
調
査
白

書
」）
に
よ
れ
ば
、
不
正
等
の
件
数
に

つ
い
て
は
「
横
領
」
が
最
も
多
く
、

「
会
計
不
正
」「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
」「
情

報
漏
洩
」「
品
質
検
査
デ
ー
タ
の
改
ざ

ん
」
な
ど
が
こ
れ
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

不
正
等
が
起
こ
る
要
因
と
し
て
は
、

・
属
人
的
な
業
務
運
営

・�

意
見
を
言
い
に
く
い
・
業
績
を
優
先

す
る
組
織
風
土

・
行
動
規
範
等
の
未
整
備
・
不
徹
底

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
左
図
）。

　

な
お
、
不
正
等
に
つ
い
て
は
、
従
業

員
が
関
与
す
る
類
型
だ
け
で
は
な
く
、

特
に
影
響
や
被
害
が
大
き
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
管
理
職
や
役
員
と
い
っ
た
企

業
の
上
層
部
が
関
与
す
る
類
型
も
少
な

か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
に
は
留
意
が
必

要
で
す
。

予
防
、早
期
発
見
す
る
に
は

⑴�

　
社
内
規
則
の
整
備
・
社
内
教
育
の

実
施

　

前
述
し
た
不
正
等
の
発
生
要
因
を
踏

ま
え
る
と
、
ま
ず
は
社
内
規
則
の
整
備

や
社
内
教
育
の
実
施
を
行
な
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、「
ど

の
よ
う
な
観
点
か
ら
整
備
、
教
育
を
実

施
す
る
か
」
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
個
人
情
報
保
護
の
よ
う

に
、
個
人
情
報
に
対
す
る
社
会
一
般
的

な
認
識
と
、
法
令
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

規
定
す
る
内
容
が
微
妙
に
異
な
る
分
野

で
は
、
法
令
を
遵
守
し
て
い
る
つ
も
り

が
違
反
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
得
ま
す
。
ま
た
、「
長
年
の
業
界

企
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慣
行
」
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
他
社
と

の
情
報
交
換
が
、
カ
ル
テ
ル
に
当
た
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
法
規
範
と
は
異
な
る

認
識
の
ま
ま
不
正
等
を
行
な
っ
て
し
ま

う
」
リ
ス
ク
が
高
い
分
野
で
は
、
特
に

社
内
規
則
の
整
備
・
社
内
教
育
の
実
施

が
有
益
で
し
ょ
う
。

⑵�

　
内
部
通
報
窓
口
の
設
置
・
運
用

　

消
費
者
庁
「
民
間
事
業
者
に
お
け
る

内
部
通
報
制
度
の
実
態
調
査
報
告
書
」

（
令
和
５
年
度
）
に
よ
る
と
、
不
正
等

の
発
覚
の
端
緒
の
約
７
割
が
内
部
通
報

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

内
部
通
報
制
度
に
つ
い
て
は
、
公
益

通
報
者
保
護
法
に
よ
り
、
同
法
に
規
定

す
る
通
報
対
象
事
実
に
係
る
通
報
の
取

扱
い
に
つ
い
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約

社
員
、
派
遣
労
働
者
等
を
含
め
た
従
業

員
が
３
０
０
人
を
超
え
る
企
業
に
内
部

通
報
制
度
の
整
備
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の
企
業

に
対
し
て
も
、
同
制
度
の
整
備
に
努
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
不
正
等
の
早
期
発
見
等

に
関
し
て
内
部
通
報
が
果
た
す
役
割
の

大
き
さ
に
鑑
み
る
と
、
公
益
通
報
者
保

護
法
の
適
用
が
な
い
通
報
や
制
度
整
備

義
務
が
な
い
企
業
に
お
い
て
も
、
内
部

通
報
制
度
を
積
極
的
に
導
入
・
運
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

不
正
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

⑴
　
初
動
対
応
の
重
要
性

　

不
正
等
が
発
生
し
た
場
合
、
企
業

は
、
事
実
調
査
（
初
期
調
査
、
本
格
調

査
）、
原
因
究
明
、
関
係
者
の
処
分
、

再
発
防
止
策
と
い
っ
た
対
応
を
行
な
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
初
期
調

査
を
含
め
た
初
動
対
応
は
、
迅
速
性
が

要
求
さ
れ
る
た
め
企
業
が
主
体
と
な
っ

て
行
な
う
可
能
性
が
高
い
う
え
に
、
そ

の
後
の
不
正
等
の
対
応
に
与
え
る
影
響

も
大
き
い
重
要
な
も
の
で
す
。

　

初
動
対
応
の
目
的
は
、

・�

不
正
等
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
不
正
等
の
範
囲
の
拡
大
を
見
極

め
、
本
格
調
査
に
移
行
す
べ
き
か

（
さ
ら
に
は
社
内
調
査
・
社
外
調
査
の

い
ず
れ
に
す
べ
き
か
）
を
判
断
す
る

・�

原
因
究
明
等
の
そ
の
後
の
対
応
に
備

え
て
証
拠
の
保
全
、
確
保
を
図
る

・
必
要
に
応
じ
て
被
害
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

⑵
　
初
動
対
応
の
留
意
点

①
　
初
動
対
応
を
担
う
体
制

　

法
務
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
が

あ
れ
ば
同
部
門
が
、
そ
の
よ
う
な
部
門

が
な
け
れ
ば
総
務
部
門
な
ど
の
管
理
部

門
が
中
心
と
な
り
、
初
動
対
応
に
当
た

り
ま
す
。
情
報
管
理
の
観
点
か
ら
、
必

要
最
小
限
度
の
構
成
と
す
る
の
が
望
ま

し
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
正
等
が
ど
こ
ま
で
拡
大
す

る
か
不
明
確
な
こ
と
か
ら
、
不
正
等
に

関
連
す
る
部
門
や
レ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
の

役
職
員
は
、
初
動
対
応
に
従
事
さ
せ
な

い
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
不
正
等
の
概
要
の
把
握
に

専
門
的
な
知
見
が
必
要
と
い
っ
た
よ
う

な
場
合
に
は
、
不
正
等
へ
の
関
与
の
可

能
性
を
見
極
め
た
う
え
で
、
関
連
部
門

の
従
業
員
を
従
事
さ
せ
る
こ
と
も
や
む

を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
　
初
動
対
応
の
流
れ

　

ま
ず
は
、
不
正
等
の
範
囲
の
拡
大
の

見
極
め
、
被
害
防
止
措
置
の
要
否
の
観

点
か
ら
、
不
正
等
の
概
要
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
メ
ー
ル
等
の
客
観
的
な

証
拠
と
当
事
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と

い
っ
た
主
観
的
な
証
拠
に
よ
り
、
事
実

の
有
無
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
証
拠
の
保
全
、
確
保
に
あ
た
っ
て

は
、
当
事
者
に
よ
る
証
拠
隠
滅
の
可
能

性
に
十
分
に
注
意
し
つ
つ
、
迅
速
か
つ

慎
重
に
行
な
う
べ
き
で
す
。

　

証
拠
の
保
全
方
法
や
順
序
に
つ
い
て

は
、
た
と
え
ば
、
当
事
者
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
先
立
っ
て
会
社
か
ら
貸
与
し

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
提
出

を
受
け
、
そ
の
際
に
は
デ
ー
タ
解
析
に

つ
い
て
の
同
意
も
得
て
お
く
と
い
っ
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
不
正

等
に
関
与
す
る
者
が
複
数
い
る
場
合

は
、
口
裏
合
せ
を
防
ぐ
た
め
に
同
時
並

行
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
の

工
夫
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

不
正
等
の
類
型
に
よ
っ
て
保
全
が
必

要
な
証
拠
は
異
な
り
ま
す
が
、
初
動
調

査
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
な
う
に
あ
た

っ
て
は
、
い
か
な
る
不
正
等
に
も
共
通

す
る
証
拠
を
リ
ス
ト
化
し
て
お
く
と
い

っ
た
事
前
の
準
備
も
有
益
で
す
。

＊
　
＊
　
＊

　

不
正
等
の
発
生
自
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
適
切
な

対
応
を
迅
速
に
行
な
う
こ
と
で
、
そ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
十
分

に
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
平
時

か
ら
の
事
前
の
対
策
・
準
備
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

た
ね
い
け
　
し
ん
た
ろ
う
●
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
修
了
。
２
０
１
４
年
９
月
、
司
法
試
験
合
格
。

警
察
庁
勤
務
を
経
て
、
２
０
２
２
年
12
月
、弁
護
士
登
録
。
２
０
２
３
年
１
月
に
鳥
飼
総
合
法
律
事
務
所
入
所
。
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（業務のブラックボックス化）
上司、管理部門または監査による
牽制機能の低下または形骸化
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業績至上主義、会社や部門予算
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上司や同僚等に対して意見を

言い出しにくい組織風土
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不正が発生した根本原因

（KPMG「日本企業の不正に関する実態調査」より作成）
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